
DMAT（災害派遣チーム）は、厚生労働省を中心に制度化され、都道府県が指定・運用する災害医療の専門チー

ムです。災害派遣チーム（DMAT）をモデルにしたテレビドラマを思い出します。大規模発生時には、DMAT

指定医療機関に所属する医師や看護師などが被災地へ派遣され急性期医療を担います。こうした状況を踏まえて、

杵築市立山香病院では災害時に地域医療を守るための災害医療チームとして YMAT（yamaga の Y を取ってワ

イマット）を編成しています。心強いですね。

　当院では、大分県内で初めてとなる医療MaaS車両を導入し、地域の皆さまに向け

た新たな医療サービスの提供を開始いたしました。高齢化が進み、通院困難な患者様

や災害発生時の地域医療を守るために医療MaaS車両は、欠かせないものとなってい

ます。この度導入された医療MaaS車両は単なる移動手段ではなく、医療の質も維持

しており最新の高性能な医療機器を搭載しています。平常時には、地域医療の充実を

目的として活用が期待される一方、災害時には、その機動性を活かし、被災状況に応

じた医療支援を行うことが可能となります。

　この車両には、衛星通信システム「スターリンク」が搭載されており携帯電話回線

やインターネット回線が不安定になる災害時においても、比較的安定した通信環境が

確保できる点が大きな特徴です。それゆえに、通信手段を確保したうえで医療活動を

行えるので、情報共有や、関係機関との連携を支える重要な役割を果たします。

搭載されている医療機器

・「遠隔診療システム」

　高精細映像で遠隔診療ができる

・「超聴診器」

　心音図検査装置で心音を可視化できる

・「ポータブル超音波画像装置」

　携帯ながら高性能な汎用超音波画像装置

・超音波骨量測定装置

　※災害時には「心電計」、「心電図モニター」、

　　「パック式臨床化学分析装置」等搭載

MaaSとは？
Mobility as a Service

次世代のモビリティ（車）  ➡  走る移動拠点としての役割

モビリティ（車） デジタルサービス

×

◎当院は今後とも市民の皆様の健康を守るため、医療MaaSを軸として新たな医療提供体制を

　さらに発展させ、杵築市の未来を支える医療機関としての役割を果たしてまいります！

早期介入、早期発見の場に！ 予防の場に！ 医師の労力削減！

①集会所・（個人宅）での診療 ②集会所などで健康チェック ③将来的に高齢者施設等での
　診療も可能に

医療MaaSの活用方法 「健康出前講座」にも大活躍、地域の医療アクセス格差解消

医療MaaSの役割 デジタル機器を活用した『オンライン診療』
病院に行かなくても、オンラインによる遠隔診療ができます。
地区でオンライン診療を希望される場合は、事前にご連絡してください。

杵築市立山香病院
サービス向上室

室長 宇都宮
℡ 0977-75-1234

特集  医療MaaS（マース）、 「走る移動拠点」としての役割


